
利
用
者
が
感
染
し
た
場
合
、
感

染
経
路
確
認
の
た
め
、
あ
ら
か

じ
め
利
用
者
名
簿
に
、
氏
名
、

住
所
、
電
話
番
号
を
記
入
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

４

感
染
予
防
策

来
館
の
際
は
必
ず
マ
ス
ク
の
着

用
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

①
ま
ず
、
来
館
し
た
ら
、
ふ
る
さ

と
セ
ン
タ
ー
玄
関
で
ア
ル
コ
ー

ル
消
毒
す
る
。

②
利
用
し
た
ら
、
利
用
者
は
、
必

ず
利
用
場
所
や
用
具
を
消
毒
す

る
。

（
消
毒
液
・
布
巾
等
は
ふ
る
さ

と
セ
ン
タ
ー
で
用
意
す
る
）

（
例
）
テ
ー
ブ
ル
、
椅
子
、
ド

ア
ノ
ブ
、
引
き
戸
の
取
っ
手
、

部
屋
の
電
気
ス
イ
ッ
チ
、
階
段

の
手
す
り
等
を
消
毒
液
を
つ
け

た
「
布
巾
」
で
ふ
く
。

③
ス
リ
ッ
パ
は
、
帰
り
に
使
用
済

み
の
箱
に
入
れ
る
。

※
ト
イ
レ
、
蛇
口
等
、
利
用
者

が
共
有
す
る
と
こ
ろ
は
、
ふ
る

さ
と
セ
ン
タ
ー
で
消
毒
す
る
。

④

密
を
避
け
る

3・
密
閉
空
間
を
避
け
る
。

（

方
向
の
窓
や
ド
ア
、
引
き

2戸
等
を
開
放
し
、
換
気
に
つ

と
め
る
。
開
放
し
て
お
け
な

い
室
内
に
お
い
て
は
、
定
期

的
に
換
気
を
行
う
。

時
間

1

に

回
、
数
分
間
程
度
、
全

2
開
に
す
る
。
）

の
こ
と
が
起
き
る
の
が
当
た
り
前
、

そ
れ
は
宿
命
な
の
だ
と
考
え
る
人
は

多
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
だ
け

に
成
し
遂
げ
た
と
き
の
喜
び
は
ひ
と

し
お
だ
と
思
う
。
私
共
も
工
事
の
完

成
時
に
出
会
う
時
、
よ
く
も
成
し
遂

げ
た
も
の
だ
な
あ
と
、
感
心
と
尊
敬

の
念
を
も
っ
て
見
上
げ
る
。
人
の
力

は
偉
大
だ
と
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
。

（
注
）
カ
ル
バ
ー
ト
と
は
、
道
路
や

水
路
の
建
設
な
ど
に
あ
た
っ
て
、
深

い
沢
の
一
部
を
埋
め
立
て
る
場
合
、

そ
の
道
路
や
水
路
を
確
保
す
る
た

め
、
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
枠
」
を
つ

く
っ
て
通
行
で
き
る
よ
う
に
す
る
、

あ
る
い
は
、
従
前
の
と
お
り
水
が
流

れ
る
よ
う
に
す
る
。
そ
の
「
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
枠
の
こ
と
」
を
い
う
。

今
、
目
に
し
て
い
る
小
細
浦
、
門

之
浜
、
泊
里
の
各
漁
港
の
防
潮
堤
は
、

震
災
前
と
違
っ
て
巨
大
な
建
造
物
で

あ
る
。
い
つ
も
こ
の
近
く
を
通
る
と

き
、
こ
れ
が
私
た
ち
の
生
命
、
財
産

を
守
っ
て
く
れ
る
も
の
な
の
だ
な
あ

と
、
見
上
げ
て
い
る
。

完
成
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
の

で
担
当
部
署
よ
り
詳
し
く
伺
う
と
、

ま
だ
、
電
動
設
備
が
付
い
て
い
な
い

と
い
う
。
従
っ
て
、
工
事
継
続
中
で

あ
る
と
の
こ
と
。
電
動
設
備
設
置
の

遅
れ
を
尋
ね
て
み
る
と
、
注
文
し
て

い
る
の
だ
が
、
ま
だ
、
で
き
て
い
な

い
。
特
注
な
の
で
、
し
ば
ら
く
時
間

が
か
か
る
見
込
み
で
あ
る
と
い
う
。

こ
の
門
扉
の
閉
開
は
、
気
象
庁
か
ら

津
波
警
報
が
発
令
さ
れ
れ
ば
、
直
ち

に
陸
閘
が
閉
じ
る
仕
組
み
に
な
っ
て

い
る
。
大
事
に
至
る
前
に
、
そ
の
電

動
工
事
が
早
く
行
わ
れ
る
こ
と
を
願

う
ば
か
り
で
あ
る
。

ま
た
、
細
浦
漁
港
防
潮
堤
は
工
事

に
つ
い
て
伺
う
と
陸
上
の
部
分
で
課

題
と
な
る
と
こ
ろ
は
、
大
浜
重
根
定

置
網
倉
庫
よ
り
少
し
船
河
原
の
方
に

行
っ
て
か
ら
元
サ
ン
ジ
ャ
ッ
ク
の
あ

っ
た
所
に
、
県
道
を
跨
い
で
造
る
陸

閘
を
ど
の
よ
う
な
手
順
つ
く
る
か

だ
。
一
時
的
に
も
通
行
を
止
め
ね
ば

な
ら
な
い
。
ど
う
進
め
る
か
検
討
中

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

防
潮
堤
の
現
状

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

予
防
の
た
め

、
「
ふ
る
さ
と
セ
ン

タ
ー
」
は
、

月

日
か
ら
利
用

3

5

で
き
な
い
状
態
が
続
い
て
い
ま
し

た
が
、

月

日
よ
り
緩
和
措
置

6

15

が
と
ら
れ
利
用
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

た
だ
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
収
束
し
て
い
な
い
こ

と
か
ら
、
市
当
局
よ
り
、
開
館
に

あ
た
っ
て
、
利
用
条
件
（
利
用
上

の
留
意
事
項
）
を
指
示
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
内
容
は
、
つ
ぎ
の
と
お

り
で
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

<

ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
の
利
用
上

の
留
意
事
項>

１

各
室
の
利
用
人
数
の
制
限

（
会
議
等
の
場
合
）

集
会
室
（
和
室
）

人
、（
運

35

動
の
場
合
は
、

人
）

15

会
議
室

人

、
（
運
動
の

22

場
合

人
）

10

研
修
室

人
、
（
運
動
の

8

場
合

人
）

0

調
理
実
習
室

人
、
（
運

10

動
の
場
合

人
）

0

体
育
館

人
、
（
運
動
の

77

場
合

人
）

34

２

開
館
時
間

午
前

時
か
ら
午
後

時
ま

9

9

で
。
た
だ
し
、
利
用
時
間
は

時
間
以
内
と
す
る
。

3

３

利
用
者
名
簿
に
記
入

 

末崎町の石碑・祠・神社(34)
念仏供養塔について ～ その 1

(1) 念仏供養塔とは
自身の往生、故人への追善、各種の祈祷を目的として念仏を百

万遍唱え、その証として建てた塔である。
本来は、個人が念仏を 7 日間(あるいは 10 日間)のうちに 100

万回唱えることで目的が成就されるとされている。但し、例えば 10
人が 10万回の念仏を同時に唱えると、10人× 10万回＝ 100万回
となり、目的が成就されたこととなる。これを融通念仏という。
また、念仏の回数を数えるために大型の数珠を回しながら行う

場合もある。
(2) 末崎町の分布状況
①峯岸 イワギマエ北側 1773年建立 自然石 高さ 127㎝

目的 天下泰平、国家安全。
②神坂 熊野神社境内 中階段の右 1806 年建立 高さ 60 ㎝
③神坂 熊野神社境内 萱の木の下 1840 年建立 自然石 高

さ 105 ㎝ 目的 故人への追善 下方に 11 人の女性の
名前あり

④中森 麟祥寺 右石門の後 1807年建立
目的 寒中修行 女性 14人の名前あり

⑤中森 麟祥寺 寺坂上り口 1834年建立 高さ 93㎝
⑥中森 麟祥寺 寺坂上り口 1765年建立 高さ 120㎝

(末崎町では一番古い)

⑥麟祥寺 寺坂上り口の念仏供養塔

明
和

二

歳

念

仏

壱

百

萬

遍

塔

霜
月

十

五

日

こ

か

ら

年

以

上

は

か

か

る

よ

1

う
に
感
じ
ら
れ
る
。

新
県
道
碁
石
線
に
お
い
て
も
、

予

定

よ

り

は

る

か

に

時

間

を

要

し
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
よ
う
で
、

少

な

く

と

も

あ

と

年

半

は

か

1

か

る

こ

と

が

予

想

さ

れ

る

。

一

昨
日
、
磯
沢
（
山
根
の
奥
の
沢
）

を

通

る

工

事

現

場

に

行

っ

て

見

た

。

長

さ

も

の

巨

大

な

カ

45
m

ル

バ

ー

ト

（

コ

ン

ク

リ

ー

ト

の

枠

）

が

で

き

て

い

た

。

そ

こ

は

田

ん

ぼ

や

沼

も

あ

り

、

湿

地

で

あ

っ

た

こ

と

か

ら

、

土

を

総

入

れ

替

え

し

地

盤

を

固

め

て

か

ら

造

っ

た

の

で

、

か

な

り

時

間

が

か

か

っ

た

と

い

う

。

こ

の

工

区

は

盛

土

の

量

が

万

㎥

も

必

要

10

で

、

う

ち

万

㎥

は

赤

土

倉

の

2

土
砂
置
き
場
の
も
の
を
使
っ
た
。

残

る

万

㎥

は

、

赤

崎

の

貯

木

8

場

か

ら

運

ん

で

く

る

の

だ

と

い

う

。

費

用

も

さ

る

こ

と

な

が

ら

時

間

も

か

か

る

こ

と

が

容

易

に

わ
か
る
。

現
場
の
責
任
者
（
工
事
長
）
に
、

こ

れ

か

ら

、

梅

雨

に

入

る

と

工

事

が

そ

れ

だ

け

延

び

る

の

で

は

な
い
か
と
尋
ね
て
み
た
。
「
雨
は

工

事

用

機

械

が

進

化

し

影

響

は

な

い

。

困

る

の

は

工

事

の

変

更

だ

。

そ

の

こ

と

に

よ

っ

て

新

た

に
計
画
を
立
て
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ

れ

で

ど

ん

ど

ん

遅

れ

て

い

く
。
」
と
い
う
。
確
か
に
工
事
が

進

行

し

て

、

初

め

て

課

題

が

出

る

も

の

も

あ

る

と

思

う

。

担

当

者

に

と

っ

て

は

工

事

に

予

想

外

ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
の

利
用
制
限
緩
和

・
密
集
を
避
け
る
。

（

人

と

人

と

の

間

隔

を

２

以
上
あ
け
る
。
互
い
に

m手
を
伸
ば
し
て
も
届
か
な

い
十
分
な
距
離
を
と
る
。

テ

ー

ブ

ル

に

名

以

1

2

内
、
並
列
と
す
る
。
）

・
密
接
を
避
け
る
。

（
近
距
離
で
の
会
話
や
発
声

に

よ

り

他

の

人

へ

飛

沫

さ

せ

な

い

。

対

面

で

の

会

議

や

面

談

が

避

け

ら

れ

な

い

場

合

は

、

十

分

な

距

離

を

取

り

、

マ

ス

ク

を

着

用

す

る
。
）

以
上
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
収
束
す
る
ま
で
の
間
、

こ

の

制

限

が

続

く

と

思

わ

れ

ま

す
。

末
崎
地
区
公
民
館
と
し
て
は
、
一

人
の
感
染
者
も
出
さ
な
い
た
め
、

市
の
指
示
に
し
た
が
っ
て
対
応
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
町
民
の

皆
様
に
は
、
し
ば
ら
く
の
間
、
大

変
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す

が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
の
程
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
県
道
大
船
渡
広
田
陸
前
高
田

線
（
船
河
原
か
ら
平
ま
で
の
区
間
）

は
、
全
体
と
し
て

％
ほ
ど
の
進

60

捗
状
況
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
こ

新
県
道
の
進
捗
状
況

デジタル公民館まっさき HP http://www.massaki.jp/ デジタル公民館まっさき FB https://www.facebook.com/digitalmassak/
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